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主論文審査の要旨

近年、生班活性のおいポリフェノーノレ~などw 天然の抗般化物質が注目されており、その

含有肢は機能性食/ii，などのjf(嬰な；刊Ii必準となっている。個々の化合物の分析は困難であり、

フリーラジカノレザj去能のnvi定、ベノレオキシラジカノレl11i拠能の測定（OxygenRadical Absorb 

ance Capacity, ORAC）あるいは過般化水議の分解過程においで生p）（.するヒドロキシラジカ

ル揃拠能mu定法（HORAC）など、総盤的に評価する手法が一般的に用いられているが、い

ずれの方法も際司f：物質の抗般化能に検算してi窓元性物質を一元的にffliJ定しており、 d中容も多

い。＊学位論文では、之れらの問題を解決するために阿述統相マイクロエマルションを反応

場とした活気化学的手法による抗般化物質の分析法の[j日発にl刻して報告している。水と泊が

ミクロスケールで阿連続的に共存する阿Jill統制マイクロエマルション溶液中に昔、「仰iしたいサ

ンプルを混ぜ、 .m水性や蕗！~Li性の~＇iiい屯艇を使い分けることで、脱水位抗隊化物質と親油性

抗酸化物質のそれぞれの定性・定11t分析が可能であることを明らかにした。このfilj仮！な活気

化学的手法は、既存の抗般化施評制Ii法をJ会f！.＼ し、それらと限き換え可能な飽れた技術である

ことを実証データで言iEI列するととに成功している。本論文において、文学の如j窃等の不正行

為は一切ないことを確認している。

本博士論文では、天然物分析の分野から、界而コロイド化学や＇ iii:気化学の分野まで広範な

パックグラウンドをそれぞれ19]11f.~に説明されており、しゥかりした知織に災付けられた成果

であり、総合的理解カが高いことが雌認された。これらの研究成栄はすでに箔頭箸者として

査読付き閏｜際学術誌4械に掲載が決定しており、学位授与~·~llllを卜分に満たしている。また、

本研究成栄に！期して、出1111者自身によって5件の国際会議での研究発表が行われており、十

分な語学力を有していることも確認、された。

.Ilk終試験の結来の要旨

本学位論文の最終試験として約 111寺IJ¥Jの口頭発表と引き統き 30分程度の貿疑応答を行っ

た。口頭発表では、多岐にわたる研究内容とその意義と成巣を明｜僚に説明することが出来て

いた。者F査員との質疑においても、明確に回答しており、本人が主体となって研究した成果

であることは明らかであった。投術中の内谷を含めれば、学位論文の内経は！此に、学術論文

として発表ずみとなっているので、インターネットで全文公表してl'UJ畑ないと判断した。ま

た、 i倫文の9XrJ窃についてもi問題ないことを確認した。

以上の理由により、本研究指導委員会は予備検討出願者が学位務査を受けるに十分な能力

を有すると判断する。






